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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅴ アウトカム項目

グループホームすみれは、ＪＲ戸塚駅からバスに乗り、長沼バス停で下車、そこか
ら大きな陸橋で、ＪＲ各線および柏尾川を越えて、徒歩約１０分の閑静な住宅地に
あります。
＜優れている点＞
開設以来３年半が経ちますが、入居者は平均介護度２を維持しています。これは、
毎朝体操を行っていること、職員と一緒にその人の出来る手仕事（洗濯物たたみ、
台所仕事、畑の水やり、掃除など）を行っていること、入居者同士または職員と良
く話すこと、職員が良く質問することで、答えをもらい、それに対応するようにし
ていること、などが効果的に機能を発揮しています。ホームの目的の「日常生活に
必要な作業、行動をなるべく自分たちで行う」と合っています。
また、絵が上手な養護学校生徒が実習に来た際に、入居者全員の似顔絵を描き、一
人ひとりにプレゼントしてくれました。この生徒の希望とグループホーム及び法人
の要望が合致し、来年度このホームに入社することが決定しています。まだ困難な
面もあると思いますが、新しいレールが引かれています。
＜工夫点＞
服薬ミスを少なくする工夫として「管理者が薬をセットする」「管理者が各人何包
あるか表でチェック」「服薬時、表でチェック」「入居者が飲み込んだかの確認」
の四重チェックの服薬管理を行っています。

併設にグループホームれんげがあるという利点を活かし、合同の行事や催し物を数多
く取り入れていきながら、職員や入居者様同士の関わりを持ち良い関係を築いていま
す。そこから少しずつでは有りますが地域の方々と触れ合えるように、夏祭りを開催
し盆踊りや花火、そして一緒に食事をして楽しんでいます。この夏祭りをきっかけに
近所の子供たちから少しずつ声を掛けられるようになったり、散歩の途中で近所の
方々から野菜等を頂いたりされるようになりました。また、ホームで作ったらっきょ
うやお菓子、梅ジュースを召しあがって頂き好評を頂いております。今後も今以上に
地域の方々と沢山関わっていけるように努力していきたいと思っております。気軽に
足を運んで頂けるホームを目指します。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームすみれ

陽だまり

 事業所名

 ユニット名

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

平成２４.１０.２６の運営推進会議にて、
地域の方を交えた避難訓練を行う事をお知
らせしています。平成２４.１２.２１にれ
んげ、平成２５.１.１９にすみれが行い地
域の方より、次回の訓練では合同で行いお
互いの連携についてもっと深めて行きま
しょうとご意見があがりました。

家族・地域住民・地域包括支援セン
ター職員などをメンバーに２ヶ月に１
回開催しています。会議での提案か
ら、外側通路との扉の鍵を外しまし
た。また、入口の表示板を設置する予
定となっています。

平成２４.６.２５の連絡会に参加した際
に、職員によるユニット間の異動、添付等
に係る料金徴収についての質問にＦＡＸで
ご解答を頂いています。

生活保護の人が多数を占めており、区
保護課職員が月１回来るほど連絡が密
になっています。区高齢・障害支援課
はグループホームの窓口となってお
り、相談・報告を行っています。また
グループホーム連絡会の会議や研修に
も参加しています。

夏祭りや町内会の催し物などで交流するこ
とができています。運営推進会議で伝えた
り、夏祭りに関してはポスターの配布、掲
示をして地域の方にお知らせしています。
避難訓練の際にも参加頂き協力を頂いてい
ます。

毎年、獅子舞・子供神輿が敷地内に来
て、近所の方と一緒に見たり、近所の
中学吹奏楽部ＯＢの方がボランティア
で演奏に来てくれています。隣接のグ
ループホームとの合同夏祭りでは、出
店・盆踊り・花火もあり、近所の方多
数と入居者で楽しんでいます。

今後もさらなる町内会と積極
的な交流を期待します。

運営推進会議を通して、普段の生活の様子
を写真で見て頂いたり、入居者様が作った
「らっきょう・大福」などを会議の時に提
供し、ご意見ご感想を伺って次につなげる
ように努めています。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

平成２４.４.４に理念変更に伴い職員全員
にアンヶートの提出を求め、平成２４.５.
１５のホーム会議で話し合い決定しまし
た。事務所内、フロア掲示版に貼り常に意
識できるようにしています。特に言葉遣い
関してはその都度職員と確認し合います。

昨年５月、全職員参加で理念を最終的
に『笑顔』としました。入居者を「笑
顔」にする。入居者の「笑顔」を見
る。などいろいろ考えられます。さら
に今年度はグループホームの目標、職
員個人の目標もあり、理念と絡めて実
践しています。

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

保護担当者と連携をとっています。職員は
マニュアルを通して学べるようにファイリ
ングして事務所内に置いています。成年後
見人はどのような方が利用するか分かるよ
うに説明が明記されて居ます。

契約の前に必ず見学・面接をさせて頂い
て、ご希望や不安なことなどを伺っていま
す。契約時には入居担当者、管理者が参加
して説明をしています。

電話や面接時や家族会で意見を伺っていま
す。状況に応じ家族や本人を交えて話し合
いの機会を設けます。ホームの玄関に苦情
申し立て、重要事項説明書を公表し体制は
整っています。玄関前のベンチはご家族の
ご意見を参考に設置致しました。

面会時・運営推進会議時など家族が意
見要望を表せる機会を設けています。
入居者の「寿司が食べたい」などの思
いも、法人の部長が寿司職人になり寿
司を握るなど意見を反映しています。

７月１９日の研修に参加し、職員には資料
を通して学んで頂いたり、業務内で管理者
より確認の声賭けをして頂き虐待に細心の
注意を払うように努めています。

玄関の施錠は行っていないが、ユニット入
り口の施錠は行っている。安全確保の為、
家族の了解得て実施しています。平成２
４.１２.１３の研修に参加し、理解を深め
それをホームに持ち帰り資料を通じて職員
に周知して頂き日頃のケアに取り組んでい
ます。

身体拘束をしない対応に関し、言葉、
態度も含めて職員に研修・会議を通
じ、周知しています。玄関・外側道路
の扉は施錠していませんが、ユニット
入口は安全確保の為、施錠していま
す。出たい時は職員が同行して出てい
ます。

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居前の段階で担当者より情報提供して頂
き、全職員に資料を見て頂いて共有してい
きます。入居前には必ずホームの見学をし
て頂き、ご本人やご家族より要望を伺うよ
うにしています。

区主催の研修や連絡会、グループホーム連
絡会主催、また他法人事業所との交換研修
を行い交流や情報交換に努め、日々の業務
に役立てていけるようにしています。

内部・外部の研修に参加できるように呼び
かけています。年一回の事例発表会もト
レーニングの一貫として位置づけて、作成
から発表まで職員が一丸となって取り組ん
でいます。ヘルパーカレッジ開催や、外部
から講師を招き勉強会も開催しています。

毎日の申し送りやホーム会議、ユニット会
議で意見や提案を聞き業務に反映させてい
ます。職員の悩みなどちょっとした時間の
合間に話しかけて、リラックスした状態で
話すように力を入れて日々取り組んでいま
す。

毎日の申し送りや月１回のユニット会
議や全体のホーム会議で意見や提案が
出ています。また法人部長が全体会議
に年数回出席し、職員の意見・提案を
聞いています。必要時に管理者が個人
面談を行っています。提案でユニット
間の交流を改善しています。

家庭の事情に合わせてシフトを調整したり
しています。職員旅行や新年の集いといっ
たように他の事業所とコミュニヶーション
が取れるように法人として色々工夫をされ
ています。

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

電話、年賀状、暑中見舞いのやり取りは継
続されています。ご家族の協力も頂きなが
ら、親族のお墓参りに出掛けたり、友人宅
に出掛けたりしています。

事業所では、家族の了解を得て電話連
絡や年賀状・暑中見舞いの葉書などで
の交流の他、友人との交流や行きつけ
の美容院、入居前の主治医への受診な
ど、可能な限り支援しています。家族
と墓参りや旅行に出かけたり一時帰宅
する入居者もいます。

配膳、洗濯物たたみ、食器拭き、料理の下
ごしらえは共に支えあう関係作りや、会話
を通じながら料理の作り方などを教えて頂
いたり職員も学ぶ関係を築いています。

ご家族との結びつきを大切にし、小さな変
化も電話や、訪問時にお伝えして、ご家族
と同じ思いで支援している事をお伝えして
います。２ヶ月に１度すみれ通信を発行し
てご家族や後見人様に送らせて頂いていま
す。

今までの経緯、環境をゆっくりとお聞かせ
頂く事で、ご家族の希望を理解し、今後に
繋がるように良い関係を構築していく努力
をしています。

馴染みの物の配置や、知人･友人がいつで
も面会できるようにご説明していきます。
また、外出や外泊を自由にして頂けること
もお話ししています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

朝と夕の申し送りで心身状態や一日の様子
を報告していきます。バイタルや表情の変
化に直ぐ気が付くように一日の関わりを大
切にしています。

日々の会話や様子から本人の望まれること
を把握し支援しています。トイレに行きた
い時や、飲み物が欲しい時の表情や動きの
把握が出来ています。カンファレンスや申
し送りで情報の共有を深めていき実践に活
かしていきます。

入居者の思いや意向は本人との会話
や、仕草・表情からくみ取る他、家族
からも情報を得るように努めていま
す。把握した思いや意向は申し送りや
ユニット会議で職員間で共有し、業務
日誌、ケース記録・申し送りノートに
記録しています。

入居時の情報提供書をもとに、収集し職員
全員で共有しサービスに繋げられるように
努めています。ご家族や後見人にも以前に
得意だった事、好きな食べ物、どのような
仕事をしていたか等を伺い、本人が活かせ
る場面を提供できるように努めています。

サービスが終了したご家族の方にも時々電
話連絡させて頂き関係が途切れない様にし
ています。昨年の夏祭りにも参加していた
だいています。

歩行の不安定な方への配膳･下膳をした
り、女性入居者が男性入居者の洗濯物をた
たんで下さったりと、お互いに支え合う姿
がみられます。

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

地域の子供神輿や獅子舞がホームに来て下
さり一緒に楽しむ事ができます。また、近
所の理髪店を利用されたり、散歩がてら立
ち寄ったりもされています。

内科と精神科の協力医療機関があり、ご本
人やご家族の希望を聞き主治医を決定して
おります。また病状などにより専門の医療
機関の受診や主治医の変更など適切な医療
が受けられる体制をとっています。

家族の了承を得てほとんどの入居者が
事業所の協力医にかかりつけ医を変更
しています。月２回、内科医・精神科
医の往診と、週１回訪問する法人の看
護師から適切な指示をもらい支援して
います。嚥下検査のできる歯科医も週
１回往診しています。

バイタル、食事、水分、排泄、入浴と毎日
のご様子をご本人の言葉で記録していきま
す。行動やエピソードも記録していき、そ
れを基に見直していき次に繋げていきま
す。

状況に応じて通院は柔軟に対応していま
す。レストラン「風の音」での食事会、音
楽療法、また２４時間対応の訪問看護ｽﾃｰ
ｼｮﾝ、訪問入浴の利用と取り組んでいま
す。

本人、ご家族、職員の話し合いからそれぞ
れに応じた介護計画を作成しています。毎
月のカンファレンスにおいて、協議検討を
行い必要に応じて見直しを行っています。
又、入退院で状況が変わった時には計画を
再作成していきます。

本人・家族・職員と話し合い、また看
護師・医師と相談し、介護計画をまと
め、入居者または家族に同意を得てい
ます。毎月のユニット会議で必要な方
の介護計画の検討を行っています。基
本的に３ヶ月ごとに介護計画の見直し
を行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

夜間想定避難訓練を実施し、地域の方にも
参加頂いてます。備蓄品も完備されていま
す。今後も火災報知器の取り扱いや、通報
の仕方などを消防署の方に学びたいと思っ
ています。

消防署指導の下、夜間想定の避難訓練
を実施し、近所の方複数名と隣接のグ
ループホーム職員が参加しています。
持ち出し可能な防災グッズは玄関近く
に配備しており、また備蓄も備えてい
ます。さらに今年度中にもう一回避難
訓練を実施予定になってます。

ご希望に沿ったターミナルを迎えられるよ
うに、医師・看護師との連携体制は整って
います。内部・外部研修でもターミナルに
ついての発表も行われる為、職員の意識も
高まっています。入居時には重度化に対す
る方針を説明もしています。

重度化や終末期の対応については、利
用契約時に重度化の指針等の説明をし
ています。現在まで看取りの経験はあ
りません。看取りについての進め方に
ついては法人内他施設で対応する事
例・ノウハウを持っており、対応する
方針です。

重度化や終末期の対応につい
て、多数の職員は未経験で
す。今後はさらにターミナル
ケアについて法人内の研修の
参加や事業所内での研修の実
施を行うことが期待されま
す。

６月２８日に横浜市防火防災協会による
「障害者・高齢者社会福祉施設」研修に参
加し、資料を基に職員全員が周知していま
す。定期的避難訓練も実施し身につけてい
ます。

医療連携ノートやＦＡＸを通して訪看・主
治医の情報伝達、共有ができるようになっ
ています。訪看とは２４時間連絡可能に
なっていて相談や指示が受けられるように
なっています。

入院された病院のＳＷ（ソーシャルワー
カー）と連絡をとり、情報を頂き、ホーム
側で対応できる状態になったら早急に退院
できるようにしています。また、こちらか
ら病院に伺い状態の把握に努めて連携を
図っています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

盛り付け、片付け等、入居者様と行い同じ
テーブルで楽しく食事をしています。入居
者様の食べたい物をお聞きして作るように
しています。

１週間に２回配達される食材で、入居
者と一緒に一汁三菜の献立を考えて調
理しています。入居者は下ごしらえ、
味見、野菜切り、盛り付けなどにも参
加しています。月に２回は刺身の日と
決め、誕生日には本人の好物を提供し
ています。

その時のご本人の気持ちを大切にし、趣味
である手芸や、絵を描いたりと個々の好き
な事が出来るように過ごして頂いていま
す。

ご本人自ら決められる方はご本人にお任せ
しています。そうでない方は、一緒に選ん
で頂きご自分で決定出来る様に、天候状況
や洋服の好みの色等をお話ししていきなが
ら支援していきます。

ご本人を傷つけないように言葉掛けや対応
をするようにホーム会議の場で全員で確認
しあいます。恥ずかしい思い、嫌な思いを
しない言葉遣い、対応時の表情や態度には
誤解を招かないよう常に心掛けています。
入職時にも説明しています。

職員は入社時初めて勤務に就く際に
管理者から人格の尊重とプライバシー
確保について説明を受けています。職
員の態度や言葉遣いに無視や友達感覚
的姿勢は見られず、入居者のペースや
プライバシーに配慮したさりげない介
護を実践しています。

散歩先を決めて頂いたり、飲み物を選んで
頂いたり、複数の物から選択出来る様にし
て頂いています。思いや希望をできるだけ
多く取り入れて頂ける様に心掛けていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

繊維質の多い食物や乳製品を使用する等工
夫をしています。掃除や体操、散歩などの
運動も取り入れて自然排便出来るように取
り組んでいます。

一人ひとりの体調や希望を考慮して、ゆっ
くりと時間を取り個々に応じた入浴を楽し
んで頂いています。入浴時の会話を大切に
したり、入浴剤を使用したりと時々違う事
が楽しめるように支援しています。

入居者のペースを尊重しながら、週３
～４回入浴しています。職員と１対１
で会話を楽しみながらの入浴では、入
居者の思いや本音も聞ける良い機会と
成っています。

毎食後に声賭けをし、歯磨きをして頂き
チェック表に記入しています。一人で出来
ない方は、さりげなく介助に入り清潔が保
てるようにしています。

排泄チェック表を活用しながら、個々の把
握をしています。間隔のあいた方には、さ
りげなく声をかけてトイレを促して失敗を
減らせるように心掛けています。トイレの
臭いや汚れが気にならないように常に清潔
を保っています。

毎朝のラジオ体操や、入居者と職員が
一緒に日常的に家事をこなし、生活に
メリハリをつける事が排泄の自立に繋
がっていると考え実践しています。支
援の必要な数名の入居者へは排泄
チェック表を参考に仕草からトイレで
の排泄に繋げています。

食事や水分摂取状況を毎日チェック表に記
録し、職員が常に分かるようにしていま
す。水分摂取量が少ない方へは、好みの飲
み物を提供して少しでも多く摂取して頂け
るように心掛けています。

株式会社フィールズ



グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

お小遣い帳を作り、事務所内でお預かりし
ています。希望時には買い物に付き添いし
て支援に努めています。

一人ひとりの能力を発揮してもらえるよう
に掃除や料理の下ごしらえ、おやつ作り等
を通して楽しみがもてる工夫をしていま
す。又、職員もその都度感謝の気持ちを言
葉で伝えるようにしています。

天候や本人の希望、体調に合わせて散歩、
外食、買い物等に出掛けています。家族や
知人の協力も得て、外出する方もいらっ
しゃいます。併設のれんげに遊びに行かれ
る方も時々いらっしゃいます。

体調と本人の希望を優先し、個別に対
応しています。毎日散歩に出る人、庭
の畑の水やり、ゴミ置き場の掃除、美
容院や買物へ出かける人など入居者の
ペースを尊重しながら、従来の生活を
可能な限り継続できるように支援して
います。

日中の活動を多く取り入れていき、昼夜の
逆転がないように心掛けています。就寝前
の水分補給にも努めています。

処方時に必ず説明書が付添されているので
個人ファイルに挟み、いつでも確認できる
ようにしています。医療連携ノートに症状
の変化等を記入し看護師主治医との連携に
も努めています。
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご本人、ご家族と相談しながら馴染みの物
や家具を持ち込んで頂き、以前の生活に近
づける空間、落ち着ける空間作りに努めて
います。ご自分の携帯電話でご家族や友人
と電話やメールをしたり、服薬時間をア
ラーム設定している方がいます。

使い慣れたベットやふとん、タンスや
机、写真などを持ち込み、個人の好み
に合わせた居心地の良い居室作りが可
能となっています。各ユニットに１部
屋ずつ和室を設け、利用している入居
者はコタツを机代わりに使い、入居前
の生活がそのまま継続している様子が
見られます。

ご自分の席や椅子の位置が分かるように黄
色いテープで印をつけたり、ご自分の口腔
ケアセットが直ぐに分かるように洗面台の
脇に設置し名前の表示をしています。

入居者様が作成された作品を中心に、１ヶ
月毎に飾り付けをして、季節を感じて頂け
るように工夫しています。ゆず湯や菖蒲湯
なども行って、入居者様には好評を頂いて
います。

ベランダに面した居間には床暖房を設
置し、室温・湿度とも基準値を設けな
がらも体感を重視した快適な空間と
なっています。リサイクル品で作った
入居者と職員の共作の壁かけで季節を
感じ、日めくりカレンダーで日時の把
握をしています。

玄関とベランダには椅子を配置して、リビ
ングにはソファー２脚を配置、一人になり
たい時や仲の良い入居者様同士で話をした
い時に利用されています。

電話は希望に応じて使用して頂いてます。
又、相手側から掛かってきた場合も本人に
取り継ぎ話して頂いています。手紙は書け
ない方は代筆を行い支援するようにしてい
ます。

株式会社フィールズ



２F

56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームすみれ

そよ風

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

平成２４.４.４に理念変更に伴い職員全員
にアンヶートの提出を求め、平成２４.５.
１５のホーム会議で話し合い決定しまし
た。事務所内、フロア掲示版に貼り常に意
識できるようにしています。特に言葉遣い
関してはその都度職員と確認し合います。

夏祭りや町内会の催し物などで交流するこ
とができています。運営推進会議で伝えた
り、夏祭りに関してはポスターの配布、掲
示をして地域の方にお知らせしています。
避難訓練の際にも参加頂き協力を頂いてい
ます。

　

運営推進会議を通して、普段の生活の様子
を写真で見て頂いたり、入居者様が作った
「らっきょう・大福」などを会議の時に提
供し、ご意見ご感想を伺って次につなげる
ように努めています。

　

平成２４.１０.２６の運営推進会議にて、
地域の方を交えた避難訓練を行う事をお知
らせしています。平成２４.１２.２１にれ
んげ、平成２５.１.１９にすみれが行い地
域の方より、次回の訓練では合同で行いお
互いの連携についてもっと深めて行きま
しょうとご意見があがりました。

平成２４.６.２５の連絡会に参加した際
に、職員によるユニット間の異動、添付等
に係る料金徴収につての質問にＦＡＸでご
解答を頂いています。
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

７月１９日の研修に参加し、職員には資料
を通して学んで頂いたり、業務内で管理者
より確認の声賭けをして頂き虐待に細心の
注意を払うように努めています。

玄関の施錠は行っていないが、ユニット入
り口の施錠は行っている。安全確保の為、
家族の了解得て実施しています。平成２
４.１２.１３の研修に参加し、理解を深め
それをホームに持ち帰り資料を通じて職員
に周知して頂き日頃のケアに取り組んでい
ます。

電話や面接時や家族会で意見を伺っていま
す。状況に応じ家族や本人を交えて話し合
いの機会を設けます。ホームの玄関に苦情
申し立て、重要事項説明書を公表し体制は
整っています。玄関前のベンチはご家族の
ご意見を参考に設置致しました。

保護担当者と連携をとっています。職員は
マニュアルを通して学べるようにファイリ
ングして事務所内に置いています。成年後
見人はどのような方が利用するか分かるよ
うに説明が明記せれて居ます。

契約の前に必ず見学・面接をさせて頂い
て、ご希望や不安なことなどを伺っていま
す。契約時には入居担当者、管理者が参加
して説明をしています。
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

内部・外部の研修に参加できるように呼び
かけています。年一回の事例発表会もト
レーニングの一貫として位置づけて、作成
から発表まで職員が一丸となって取り組ん
でいます。ヘルパーカレッジ開催や、外部
から講師を招き勉強会も開催しています。

毎日の申し送りやホーム会議、ユニット会
議で意見や提案を聞き業務に反映させてい
ます。職員の悩みなどちょっとした時間の
合間に話しかけて、リラックスした状態で
話すように力を入れて日々取り組んでいま
す。

家庭の事情に合わせてシフトを調整したり
しています。職員旅行や新年の集いといっ
たように他の事業所とコミュニヶーション
が取れるように法人として色々工夫をされ
ています。

入居前の段階で担当者より情報提供して頂
き、全職員に資料を見て頂いて共有してい
きます。入居前には必ずホームの見学をし
て頂き、ご本人やご家族より要望を伺うよ
うにしています。

区主催の研修や連絡会、ｸﾞﾙｰﾌﾟホーム連絡
会主催、また他法人事業所との交換研修を
行い交流や情報交換に努め、日々の業務に
役立てていけるようにしています。
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご本人・ご家族の意見を反映させて介護計
画を作成していきます。訪問時や電話で不
安に感じていること要望をお聞きして日々
の対応に反映していきます。また、日々の
様子等はお便りを通してお知らせしていき
ます。

馴染みの物の配置や、知人･友人がいつで
も面会できるようにご説明していきます。
また、外出や外泊を自由にして頂けること
もお話ししています。

一緒に作業したり、あそびの活動を共にし
て喜びや楽しさ、役割が持てるように支援
していき良い関係が築けるように努めてい
ます。

ご家族との結びつきを大切にし、小さな変
化も電話や、訪問時にお伝えして、ご家族
と同じ思いで支援している事をお伝えして
います。２ヶ月に１度すみれ通信を発行し
てご家族や後見人様に送らせて頂いていま
す。

電話や年賀状、暑中見舞いのやり取りを
行っています。ご家族や後見人の協力も頂
きながら以前に通っていた作業所などに出
掛けることもあります。
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グループホーム　すみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

お一人退所された方の後見人に一度様子を
伺ったことがありますが、特に相談事など
はありませんでした。

杖歩行でご自分の配膳が出来ない方に対し
て配膳・下膳を支援されたり、車椅子でご
自分で思うように操作出来ない方に対し
て、車椅子を押したりなどお互いに助け
合っている様子が伺えます。

日々の会話や様子から本人の望まれること
を把握し支援しています。トイレに行きた
い時や、飲み物が欲しい時の表情や動きの
把握が出来ています。　　　カンファレン
スや申し送りで情報の共有を深めていき実
践に活かしていきます。

入居時の情報提供書をもとに、収集し職員
全員で共有しサービスに繋げられるように
努めています。ご家族や後見人にも以前に
得意だった事、好きな食べ物、どのような
仕事をしていたか等を伺い、本人が活かせ
る場面を提供できるように努めています。

朝と夕の申し送りで心身状態や一日の様子
を報告していきます。バイタルや表情の変
化に直ぐ気が付くように一日の関わりを大
切にしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

本人、ご家族、職員の話し合いからそれぞ
れに応じた介護計画を作成しています。毎
月のカンファレンスにおいて、協議検討を
行い必要に応じて見直しを行っています。
又、入退院で状況が変わった時には計画を
再作成していきます。

ﾊﾞｲﾀﾙ、食事、水分、排泄、入浴と毎日の
ご様子をご本人の言葉で記録していきま
す。行動やエピソードも記録していき、そ
れを基に見直していき次に繋げていきま
す。

状況に応じて通院は柔軟に対応していま
す。レストラン「風の音」での食事会、音
楽療法、また２４時間対応の訪問看護ｽﾃｰ
ｼｮﾝ、訪問入浴の利用と取り組んでいま
す。

地域の子供神輿や獅子舞がホームに来て下
さり一緒に楽しむ事ができます。また、近
所の理髪店を利用されたり、散歩がてら立
ち寄ったりもされています。

内科と精神科の協力医療機関があり、ご本
人やご家族の希望を聞き主治医を決定して
おります。また病状などにより専門の医療
機関の受診や主治医の変更など適切な医療
が受けられる体制をとっています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

医療連携ノートやＦＡＸを通して訪看・主
治医の情報伝達、共有ができるようになっ
ています。訪看とは２４時間連絡可能に
なっていて相談や指示が受けられるように
なっています。

入院された病院のＳＷ（ソーシャルワー
カー）と連絡をとり、情報を頂き、ホーム
側で対応できる状態になったら早急に退院
できるようにしています。また、こちらか
ら病院に伺い状態の把握に努めて連携を
図っています。

夜間想定避難訓練を実施し、地域の方にも
参加頂いてます。備蓄品も完備されていま
す。今後も火災報知器の取り扱いや、通報
の仕方などを消防署の方に学びたいと思っ
ています。

ご希望に沿ったターミナルを迎えられるよ
うに、医師・看護師との連携体制は整って
います。内部・外部研修でもターミナルに
ついての発表も行われる為、職員の意識も
高まっています。入居時には重度化に対す
る方針を説明もしています。

６月２８日に横浜市防火防災協会による研
修に参加し、資料を基に職員全員が周知し
ています。定期的避難訓練も実施し身につ
けています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

ご本人を傷つけないように言葉掛けや対応
をするようにホーム会議の場で全員で確認
しあいます。恥ずかしい思い、嫌な思いを
しない言葉遣い、対応時の表情や態度には
誤解を招かないよう常に心掛けています。
入職時にも説明しています。

入浴、家事仕事、レクリエーション等ご本
人の意思を尊重し、気が向かないのであれ
ば無理にお誘いはせず、本人の意思にお任
せしています。散歩に行きたい、日光浴が
したいというような言葉が出るようにこち
らからも声を掛けていきます。

掃除・洗濯物たたみ・食器拭き・新聞たた
みなど、ご本人の得意な事や好きな事をし
て頂いてます。テレビを観ながらお茶を飲
む事が好きな方もいらっしゃいます。

ご自分で選ぶ事が難しい方は、何点かお見
せして決定して頂くこともあります。外出
するときは何を着て行くかお伺いしたり声
をかけてお洒落する楽しさを持って頂きま
す。

食べたい物を伺ったり、一緒に下準備や盛
り付けを手伝って頂いたりしています。自
主的に配膳下膳、後片付けを手伝ってくれ
る方も居ます。その方に合った食事形態
（ﾐｷｻｰ・刻み）で提供して安全で楽しく食
事して頂くようにしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事や水分摂取状況を毎日チェック表に記
録し、職員が常に分かるようにしていま
す。水分摂取量が少ない方へは、好みの飲
み物を提供して少しでも多く摂取して頂け
るように心掛けています。

毎食後に声賭けをし、歯磨きをして頂き
チェック表に記入しています。一人で出来
ない方は、さりげなく介助に入り清潔が保
てるようにしています。

排泄表を見ながら時間でお連れしたりその
方の表情や行動からトイレに行きたい事を
読み取っています。トイレが気持ちい場所
であるように、朝、夕は必ず清掃します
が、それ以外でも汚れたらその都度きれい
にすることを心掛けています。

毎日朝食時には、乳製品を摂って頂いた
り、一日の飲水量が最低でも１０００cc以
下にならないように配慮しています。又、
毎日のラジオ体操は欠かさず行っていま
す。

時間帯は午前中が中心となっています。本
人のペースで入浴して頂いたり、本人の希
望で時間帯を変更する事もあります。当法
人の訪問入浴サービスの利用を受けている
方もいらっしゃいます。入浴拒否をする方
はいらっしゃいません。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

照明・室内温度の調整など配慮していま
す。個々の身体状況に応じて特殊寝台の利
用もして頂いてます。就寝前の水分補給も
取り入れています。

処方時に必ず説明書が付添されているので
個人ファイルに挟み、いつでも確認できる
ようにしています。医療連携ノートに症状
の変化等を記入し看護師主治医との連携に
も努めています。

今年度に入り行事を楽しむだけでなく絵を
書いたり、掲示したり、歌を唄ったりと準
備の段階から楽しめるようになってきてい
ます。やりたい事や、食べてみたい事など
意見が聞かれるようになりました。

ご家族や後見人の協力得て外出や買い物、
美容院に出かけたりされている方も居ま
す。１月２３日には初詣を企画しました。
皆さんそれぞれお願い事をしていました。
併設のれんげさんの外出行事に参加された
方もいらっしゃいます。

お金を所持している方は居ませんが、一緒
に買い物に出掛け支払いをして頂いたり、
つり銭を受け取ったりして頂くようにして
います。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

電話は希望に応じて使用して頂いてます。
又、相手側から掛かってきた場合も本人に
取り継ぎ話して頂いています。手紙は書け
ない方は代筆を行い支援するようにしてい
ます。

季節に応じた飾りつけは利用者様と一緒に
作成し、掲示まで行っています。トイレ、
浴室には解かりやすい様に表示していま
す。食事の時はＢＧＭを流し落ち着いた雰
囲気で食事していただいてます。

ソファーや食席で一緒に過ごしたり、日光
浴を楽しみたい方にはその都度ベランダに
椅子を出したりしています。脱衣所のある
奥の場所にも椅子を設置し一人になりやす
い空間作りもしています。

使い慣れたタンス・鏡台・ご家族の写真や
仏壇を持ち込んでおられる方も居ます。毎
朝、仏壇の水やお茶を取り替え、お供えさ
れる方も居ます。

ラジオ体操の時間になるとＣＤをセットし
てくださり皆さんの前に立ち体操される方
や、食器拭きをされた後は、きちんと所定
の棚に片付けてくださる方も居ます。移動
する時に手摺りを使用される方の妨げにな
らないように環境整備にも努めています。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームすみれ

目標達成計画 作成日：　平成２５年５月２１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

当施設ではこれまで看取り経験がない。ほ
とんどの職員が未経験である。

看取りについての進め方、ノウハウを職
員は身に付ける。

法人内での研修及び勉強会、事例発表会への
参加。又は外部での研修に参加する。 12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


